
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
15,400,000

14,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

防災用自家発電設備改修工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センター防災用自
家発電設備改修）整備事業

上富良野町長

保健福祉総合センター（空知郡上富良野町大町２丁目８番４号）

　保健福祉総合センターは、各種保健事業、介護事業を行う多目的ホール、健康
増進を図ることを目的とした健康遊浴プール、在宅福祉を推進するためのデイ
サービス施設、ヘルパーステーション、ボランティア室など様々な保健福祉活動
の機能を備えた複合施設であり、保健福祉の活動拠点として町民に利用されてい
る。
　一方で同センターは2014年に防災用自家発電設備を整備し、2016年に町地域防
災計画の中で指定避難所・福祉避難所に位置づけられ、2018年9月の道内ブラッ
クアウト時には自家発電設備が稼働したが、電力供給は１階の一部のみでエアコ
ンや照明も一部しか使用できず避難者への対応に苦慮した。（2014年当時は指定
避難所ではなく、庁舎代替施設の位置づけであったため事務室等必要最小限の電
力供給となっていた。）
　同センターが福祉避難所にもなっていることから、既存の自家発電設備の機能
強化を図り、施設内すべての部屋へ電源を供給し避難所としての機能向上を図る
ものである。

　本事業で同センターの既存の自家発電設備の機能強化を図る改修工事を実施し
たことにより、停電時に施設内すべての部屋へ電源を供給することが可能とな
り、避難所としての機能が向上した。
　また、定期点検を実施し、改修した自家発電設備が停電時に適切に稼働できる
状態であることを確認している。
　本施設の改修が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
事業実施期間中は工事看板に記載し、事業完了後は町ホームページへの記載と施
設内の発電モニターへの掲示を行い、地域住民への周知を図った。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年６月～令和３年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

15,400,000

交付金額 14,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
19,558,000

18,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

温水暖房機更新工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：上富良野町ラベンダーハイツ温
水暖房機更新）整備事業

上富良野町長

上富良野町ラベンダーハイツ（上富良野町西１線北２４号）

　上富良野町ラベンダーハイツは、介護老人福祉施設の拠点施設であり、高齢者
が住み慣れた地域で安心して利用できる施設として、本町住民に必要不可欠なも
のである。
　しかし、本施設の温水暖房機２基は、２度の更新を実施しているが、前回の更
新から１４年及び１２年が経過しており、デイサービスセンターの温水暖房機１
基も、設置から２７年が経過しており、老朽化により本来の機能が低下している
現状にある。
　そのため、本施設の温水暖房機の更新を行うことにより、施設入所者及び利用
者が安全かつ快適に利用することを目的とする。

　更新後の設備については、使用状況を定期的に点検し、安定的な使用がされて
いることが確認できており、利用者の快適な生活環境が整備された。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金をもって実施されている旨を以下に
記載し、利用者及び地域住民に対し周知を図った。
　①施設内に掲示
　②工事看板に掲載
　③ホームページに掲載

　今後とも、社会福祉施設利用者のニーズなどに応じ、快適かつ安定的に施設を
利用できるよう計画的に整備事業を進める。

無

令和２年６月～令和２年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

19,558,000

交付金額 18,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
6,897,000

6,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

遠赤外線暖房機改修工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：泉栄防災センター遠赤外線暖房
機改修）整備事業

上富良野町長

泉栄防災センター（空知郡上富良野町泉町１丁目５番１号）

 泉栄防災センターは地域防災組織の活動拠点及び災害が発生したとき、又は発
生するおそれがあるときの一時避難施設並びに地域住民の学習、保育、休養及び
集会等の用に供することを目的とした施設であり、施設内に児童福祉法第４０条
の規定に基づく児童厚生施設（児童館事業所）の機能を兼ね備え、健全な遊びを
通し、児童の集団的、個別的指導や、必要に応じ児童の健康及び行動につきその
保護者との連絡に関することを行っている。また、地域住民の学習、休養及び集
会等に使用するなど、子どもからお年寄りまで幅広く利用されている。
　今般、開設時より設置されている大集会室の遠赤外線暖房機２基について、冬
期間に住民が利用する暖房必要時に使用している。しかし、現在、リモコンが故
障していることにより強制運転スイッチによって対応している状況である。暖房
機は設置から２７年経過していることから部品の供給ができずリモコン等の付属
機器はもちろん暖房機本体修理も不可能である。冬場の災害時に一時避難所の機
能が果たされるよう暖房機が整備されている状態にあることは必須であり、また
年間多くの地域住民が利用することから、暖房機の整備を行い、地域防災及び地
域福祉活動等に寄与することを目的とする。

　暖房機の改修工事を実施し、一時避難所として機能を果たすための環境を整備
することができた。また、利用者より「以前より大集会室が温かく、快適に利用
することが出来るようになった」との評価を得ることができ、住民の地域福祉活
動等に寄与している。
　本施設の改修が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
町広報誌及びホームページへの掲載、改修工事看板への記載、暖房機本体に表示
及び施設内掲示物により地域住民へ周知した。

  町で定期的に施設の点検を行うことにより施設の適正な維持管理について確認
する。

無

令和２年６月～令和２年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

6,897,000

交付金額 6,200,000



上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：新町4丁目1番通り改良舗装）整備事業

上富良野町長

上富良野町新町

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円

35,738,000 15,041,000

31,609,000 13,700,000

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　本事業実施後、定期的な巡回により、路面の凹凸が解消されたことが確認されたほ
か、沿道を含めた地域住民数名に対し、聞き取りを行なった結果、道路の状況につい
て全員から「改善された」と回答を受け、町民の生活環境が改善されたと評価でき
る。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を周辺住民に配付する「道路
工事実施のお知らせ」と工事中の案内看板を利用し周知を図った。

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

交付金額 45,309,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 50,779,000

円

計

全　体：平成３０年度～令和２年度
本年度：令和２年７月～令和３年１月

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　上富良野町内の住宅街に隣接している道路については、町民の生活環境を確保すべ
く、補修及び改修工事を計画的に実施しているところである。
　当該町道新町4丁目1番通りは、昭和６０年代から平成始め頃に簡易舗装工事を実施
し、維持管理してきたところであるが、整備後２０年以上経過し、老朽に伴う劣化が
著しいことから、町民の生活環境の確保を目的として、改良舗装工事を実施するもの
である。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

全　体：実施設計　一式、改良舗装工事　L=248m　W=4.0m
本年度：改良舗装工事　L=72m　W=4.0m

補 助 事 業 の 内 容

実 施 場 所

補 助 事 業 者 名

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
53,878,000

48,950,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

テニスコート改修工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
富原運動公園テニスコート改修）整備事業

上富良野町長

富原運動公園テニスコート(北海道空知郡上富良野町丘町１丁目１番)

　富原運動公園テニスコートは、学生部活動、テニス団体、その他テニス愛好者
に利用されており、本施設を引き続き使用することは、本町のスポーツ活動の推
進を図る上で不可欠なものである。
　しかし、４３年前に整備された施設は老朽化が進んでおり、利用者のニーズに
合った設備を提供するには、改修工事を要する状況にある。
　このため、本事業でクレーコート２面を全天候型テニスコート（人工芝）に改
修し、利用者が快適に施設を利用できるよう整備する。

　本事業を実施したことにより、老朽化したクレーコート２面が全天候型テニス
コート（人工芝）に改修された。
　また、事業完了後には定期的に同施設の点検を実施しており、利用者が安全か
つ快適に施設を利用できていることを確認しているほか、利用者からは「改修後
のテニスコートはとても快適に使えるようになった」等の評価が得られている。
　これらのことから、本事業は利用者の快適な施設の利用に寄与していると評価
することができる。
　本施設の改修が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
テニスコート内での掲示、工事看板への記載及びホームページへの掲載により周
知を行った。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年８月～令和２年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

53,878,000

交付金額 48,950,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
4,312,000

4,050,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

屋上防水改修工事　　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
町営公園施設改修）整備事業

上富良野町長

日の出公園（上富良野町東１線北２７号）

　日の出公園展望台は、昭和６２年の建設以降３３年が経過しており、屋上防水
に劣化が見られる。
　このため、屋上防水の改修を行い、公園利用者の安全かつ快適な利用環境の確
保を図る。

　本事業完了後に町及び指定管理者による定期的な維持点検を行ったところ、改
修前に見られた雨漏り等の問題が解消され、屋上防水が適正に機能していること
が確認されたことから、本事業の実施が利用者の安全かつ快適な利用環境の確保
に寄与していると評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を工事看板に記載し、事
業完了後には同施設にも掲示したほか、町のホームページ及び広報誌への掲載を
行い、地域住民への周知を図った。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年８月～令和２年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

4,312,000

交付金額 4,050,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
9,482,000

9,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業で医療機器の更新を行ったことにより、耐用年数超過による故障等の懸
念が解消された。それぞれの医療機器に対して、医師や看護師等に聞き取りを
行った結果は以下のとおりである。

・超音波画像診断装置
　「診断画像等の画質が向上したことにより、診断の精度が向上している」とい
う評価が得られている。
・血圧脈波検査装置
　「装置の性能が向上したことにより、検査時間が短縮された」という評価が得
られている。
・バイオハザードセフティキャビネット
　「機器を新たに導入したことにより、検査時の感染リスクが軽減された」とい
う評価が得られている。

　総じて、本事業の実施により、良質で安定的な医療環境の維持及び町民の疾病
の早期発見と治療の充実につながっている。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を町ホーム
ページに掲載し、備品本体への標示と院内掲示板へのポスター掲示を行うことに
より、地域住民への周知を図った。

　今後も医療機器の現状を把握し適正な管理を行いながら計画的に事業を実施す
る。

無

令和２年１０月～令和３年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

9,482,000

交付金額 9,000,000

超音波画像診断装置　一式
血圧脈波検査装置　一式
バイオハザードセフティキャビネット　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器）整備事業

上富良野町長

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器整
備を図り、町民の健康維持と予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を
はじめ、医療情報の提供等的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの医療機器が耐用年数を超過していることから、機器の更
新が急務である。
　このため、本事業で機器の更新を行うことで、良質で安定的な医療環境を改善
し、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るとともに、健康の推進を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
2,596,000

2,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

放送設備用物品　ワイヤレスマイクほか　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育文化施設：小中学校放送設備物品購入）整
備事業

上富良野町長

上富良野小学校(空知郡上富良野町宮町１丁目３番１３号)外３校

　２００５年に電波法関連法令である無線設備規則において、無線設備のスプリ
アス発射(必要周波数帯の外側に発射される不要な電波)の強度の許容値が改正さ
れたことに伴い、旧式のワイヤレスマイク等が２０２２年１１月末以降使用が出
来なくなる。
　本設備を更新することにより、安定した放送機能を確保し、円滑な学校運営を
図ることを目的とする。

　本事業の実施により、ワイヤレスマイク等が更新され、各小中学校の放送設備
を新規格の技術基準に適合した機器に更新することができた。
　また、事業の完了後、施設管理者が定期的に各小中学校を点検し、利用者が快
適に施設を利用していることを確認できていることから、本事業の実施により、
安定した放送機能が確保され、円滑な学校運営が図られていると評価することが
できる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を
以下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）設備本体に表記
（２）各小中学校内の掲示板への掲示
（３）町ホームページへの掲載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和３年１月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

2,596,000

交付金額 2,200,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
7,526,200

6,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

上部消化管汎用ビデオスコープ　一式
全自動血液凝固測定装置　一式

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器整
備を図り、町民の健康維持と予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を
始め、医療情報の提供等的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの医療機器が耐用年数を超過していることから、これら機
器の更新が急務である。
　このため、本事業でこれらの機器の更新を行うことで、良質で安定的な医療環
境を改善し、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るとともに、健康の増進を
図る。

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

上富良野町長

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器その２）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和３年１月～令和３年２月

　無

　今後も医療機器の現状を把握し適正な管理を行いながら計画的に事業を実施す
る

　本事業で医療機器の更新を行ったことにより、耐用年数超過による故障等の懸
念が解消された。それぞれの医療機器に対して、医師や看護師等に聞き取りを
行った結果は以下のとおりである。
・上部消化管汎用ビデオスコープ
　「画質が大幅に改善され、検査時の患者の苦痛も軽減されたため、精度の高い
検査ができるようになった」という評価が得られている。
・全自動血液凝固測定装置
　「検査の一部が人の手による測定から機器での測定となり、検査結果が検査シ
ステムと連動したことにより、検査時間の短縮につながっている」という評価が
得られている。

　総じて、本事業の実施により、良質で安定的な医療環境の向上及び町民の疾病
の早期発見と治療の充実につながっている。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を町ホーム
ページに掲載し、備品本体への標示と院内掲示板へのポスター掲示を行うことに
より、地域住民への周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
7,526,200

6,500,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
7,084,000

5,700,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

介護用備品（特殊浴槽１台、ストレッチャー１台、汚物除去機１台）
放送設備備品（ワイヤレスチューナー及びマイク他一式）

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：上富良野町ラベンダーハイツ設
備）整備事業

上富良野町長

上富良野町ラベンダーハイツ（上富良野町西１線北２４号）

　上富良野町ラベンダーハイツは、介護老人福祉施設の拠点施設であり、高齢者
が住み慣れた地域で安心して利用できる施設として、当町住民に必要不可欠なも
のである。
　しかし、入所者の入浴サービスに欠かせない特殊浴槽及びストレッチャーは、
平成１０年度に整備したもので２２年が経過し、また入所者の汚物交換に用いる
清拭布などを洗濯する汚物除去機は、平成３年度に整備し２９年が経過してお
り、経年劣化が見られる中、修理に要する交換部品の供給は困難な状況にある。
　また、ラベンダーハイツとデイサービスセンターで使用する放送設備のワイヤ
レスマイク等は、電波法関連法令無線設備規則の改正による旧規格の特定小電力
無線機器のため、２０２２年１１月３０日の使用期限までに新規格の技術基準に
適合した機器に更新する必要が生じている。
　このため、本施設の介護用備品及び放送設備備品の更新を行うことにより、施
設入所者及び利用者が安全かつ快適に利用することを目的とする。

　本事業を実施したことにより特殊浴槽等が更新され、経年劣化が著しく、故障
時には修理が困難であるという懸念が解消された。
　また、ワイヤレスマイク等を更新したことにより、同施設の放送設備を新規格
の技術基準に適合した機器に更新することができた。
　これらの更新後の設備については、使用状況を定期的に点検し、安定的に使用
されていることを確認しており、本事業の実施が、入所者及び利用者が安全かつ
快適に同施設を利用することにつながっていると評価することができる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金をもって実施されている旨を以下に
記載し、利用者及び地域住民に対し周知を図った。
　①同施設内に掲示
　②町ホームページに掲載
　③各備品に記載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和３年１月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

7,084,000

交付金額 5,700,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円

5,857,265 9,000,000 9,000,000 54,000,000 77,857,265
交付金 20,000,000 25,000,000 45,000,000
市町村費等 0

その他 0

運用益 3,000 2,250 1,501 7,509 14,260

計 20,000,000 3,000 2,250 1,501 25,007,509 45,014,260

0 5,000,000 5,000,000 5,000,000 30,014,260 45,014,260

20,000,000 15,003,000 10,005,250 5,006,751 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

予約型乗合タクシー運行事業の実施

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連特定事業（交通に関する事業：予約型乗合タクシー運行）

上富良野町長

上富良野町内

　上富良野町では、交通弱者といわれる高齢者や障害者の方々の交通移動手段を確保
するため、平成２３年から試行運用を開始し、平成２５年４月から本運用を実施して
いるところである。
　近年、問題になっている高齢者ドライバーによる交通事故の影響により、自家用車
から公共交通へとシフトする高齢者が増えることが予想される。
　このことを踏まえ、当事業を安定的かつ効率的に実施するために、財源を確保し、
交通弱者に対する生活支援や閉じこもりを予防することを目的とする。

　本基金事業を活用することにより、「予約型乗合タクシー運行」事業の財源が確保
され、安定的かつ効率的な事業の実施が図られている。
　また、タクシーの利用者に聞き取りを行ったところ、「医療機関に行く際などに利
用することができるため、助かっている」等の評価が得られており、高齢者や障害者
に対する生活支援や閉じこもりの予防につながっていることが確認できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以下
の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町広報誌への掲載
（２）町ホームページへの掲載
（３）「予約型乗合タクシー運行」事業のパンフレットへの記載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年３月～令和１１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
6,600,000

5,348,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業の実施によって、浴場（サウナ室）の天井材の張り替えやロウリュ式サ
ウナヒーターの更新などが行われたことにより、設備の老朽化による利用者の安
全性への懸念が解消された。事業完了後、浴場の安全性が確保されていることに
ついては、指定管理運営事業者による日常的な点検によって確認している。
　また、本事業実施後の令和３年４月から９月までの上半期においては延べ約３
万８千人が利用し、前年同期比でも約６％の増加となるなど、同施設の利用促進
につながっていることが確認できた。
　さらに、改修後の浴場（サウナ室）については利用客からも「天井等が改修さ
れて快適になった」等の好評を博しており、町民保養施設としての機能がさらに
向上したと評価することができる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以下の
方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町ホームページ及び同施設のホームページへの掲載
（２）工事看板への記載
（３）同施設内への掲示

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和３年２月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

6,600,000

交付金額 5,348,000

吹上温泉保養センター浴場改修工事　サウナ室天井等改修　一式
　　　　　　　　　　　　　　　　　サウナヒーター更新　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
吹上温泉保養センター浴場改修)整備事業

上富良野町長

上富良野町吹上温泉【吹上温泉保養センター】（空知郡上富良野町吹上温泉）

　吹上温泉保養センターは平成９年の開設以来、町民の保養や研修及び地域間交
流の場として、また、大雪山国立公園利用者の拠点として、延べ２００万人が訪
れるなど、多くの人に利用される町民保養施設である。
　本事業で改修を行う浴場(サウナ室)は、同室特有の高温度、高湿度も相まって
天井まわりや框、背もたれの剥がれや変色が著しく、利用者の快適かつ安全な利
用に支障をきたしているほか、サウナヒーター設備も設置から２０年以上が経過
し、老朽化が著しいことから、同室の一体的な改修が急務となっている。
　本事業の実施により、同施設の安全かつ快適な利用を図るとともに、ロウリュ
式サウナ設備の導入によってさらなる利用促進を行い、町民保養施設としての機
能向上を図るものである。


